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             紀美野町第３回定例会会議録 

             平成２９年９月１２日（火曜日） 

――――――――――――――――――― 

○議事日程（第１号） 

 平成２９年９月１２日（火）午前９時００分開議 

 第 １         会議録署名議員の指名について 

 第 ２         会期の決定について 

 第 ３         諸般の報告について 

 第 ４ 議案第５６号 平成２８年度紀美野町一般会計歳入歳出決算の認定について 

 第 ５ 議案第５７号 平成２８年度紀美野町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算 

            の認定について 

 第 ６ 議案第５８号 平成２８年度紀美野町国民健康保険診療所事業特別会計歳入歳 

            出決算の認定について 

 第 ７ 議案第５９号 平成２８年度紀美野町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の 

            認定について 

 第 ８ 議案第６０号 平成２８年度紀美野町介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認 

            定について 

 第 ９ 議案第６１号 平成２８年度紀美野町のかみふれあい公園運営事業特別会計歳 

            入歳出決算の認定について 

 第１０ 議案第６２号 平成２８年度紀美野町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算 

            の認定について 

 第１１ 議案第６３号 平成２８年度紀美野町野上簡易水道事業特別会計歳入歳出決算 

            の認定について 

 第１２ 議案第６４号 平成２８年度紀美野町美里簡易水道事業特別会計歳入歳出決算 

            の認定について 

 第１３ 議案第６５号 平成２８年度紀美野町上水道事業会計利益剰余金の処分及び決 

            算の認定について 

 第１４ 議案第６６号 紀美野町のかみふれあい公園条例の一部を改正する条例につい 

            て 

 第１５ 議案第６７号 和歌山県市町村総合事務組合規約の変更に関する協議について 
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 第１６ 議案第６８号 平成２９年度紀美野町一般会計補正予算（第３号）について 

 第１７ 議案第６９号 平成２９年度紀美野町国民健康保険事業特別会計補正予算（第 

            ２号）について 

 第１８ 議案第７０号 平成２９年度紀美野町国民健康保険診療所事業特別会計補正予 

            算（第２号）について 

 第１９ 議案第７１号 平成２９年度紀美野町介護保険事業特別会計補正予算（第２ 

            号）について 

――――――――――――――――――― 

○会議に付した事件 

 日程第１から日程第１９まで 

――――――――――――――――――― 

○議員定数 １２名 

――――――――――――――――――― 

○出席議員        議席番号   氏   名 

               １番 南   昭 和 君 

               ２番 上 柏 睆 亮 君 

               ３番 七良浴   光 君 

               ４番 町 田 富枝子 君 

               ５番 田 代 哲 郎 君 

               ６番 西 口   優 君 

               ７番 北 道 勝 彦 君 

               ８番 向井中 洋 二 君 

               ９番 伊 都 堅 仁 君 

              １０番 小 椋 孝 一 君 

              １１番 美 濃 良 和 君 

              １２番 美 野 勝 男 君 

――――――――――――――――――― 

○欠席議員 

            な し 

――――――――――――――――――― 
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○説明のため出席したもの 

             職   名    氏   名 

            町 長 寺 本 光 嘉 君 

            副 町 長 小 川 裕 康 君 

            教 育 長 橋 戸 常 年 君 

            消 防 長 家 本   宏 君 

            総 務 課 長 細 峪 康 則 君 

            企画管財課長 坂   詳 吾 君 

            住 民 課 長 仲 岡 みち子 君 

            税 務 課 長 中 谷 昌 弘 君 

            保健福祉課長 湯 上 ひとみ 君 

            産 業 課 長 米 田 和 弘 君 

            建 設 課 長 井 村 本 彦 君 

            教 育 次 長 湯 上 章 夫 君 

            会 計 管 理 者 北 山   仁 君 

            水 道 課 長 山 本 訓 永 君 

            まちづくり課長 西 岡 靖 倫 君 

            美 里 支 所 長 山 口 典 子 君 

            代表監査委員 向 江 信 夫 君 

――――――――――――――――――― 

○欠席したもの 

             な し 

――――――――――――――――――― 

○出席事務局職員 

            事 務 局 長 田 中 克 治 君 

            事 務 局 次 長 井戸向 朋 紀 君 
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 開 会 

○議長（美野勝男君）    皆様、おはようございます。早朝より御苦労さまでござい

ます。 

  規定の定足数に達しておりますので、ただいまより平成２９年第３回紀美野町議会定

例会を開会します。 

（午前 ９時００分） 

――――――――――――――――――― 

○議長（美野勝男君）    これから本日の会議を開きます。 

  本日の日程はお手元に配付のとおりです。 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名について 

○議長（美野勝男君）    日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  本定例会の会議録署名議員は、会議規則第１２６条の規定によって、５番、田代哲郎

君、６番、西口 優君を指名します。 

◎日程第２ 会期の決定について 

○議長（美野勝男君）    日程第２、会期の決定について議題とします。 

  議会運営委員長から審査結果の報告を願います。 

  議会運営委員長、伊都堅仁君。 

（議会運営委員長 伊都堅仁君 登壇） 

○議会運営委員長（伊都堅仁君）    去る９月５日、議会運営委員会を開催いたしま

したので、その結果について御報告いたします。 

  会期は、本日から２６日までの１５日間とし、再開日は２０日、２２日及び２６日と

決定しました。 

  議事の日程については、配付しております議事予定日程表のとおりであります。 

  次に、一般質問の通告は９月１３日午後３時までといたします。 

  続きまして、総務文教常任委員会を９月１５日午後１時３０分から、産業建設常任委

員会は９月１４日午前９時から開催いたします。 

  次に、全員協議会を本日、本会議終了後に開催したいと思います。 

  続いて、議会活性化特別委員会を本日、全員協議会終了後に開催したいと思います。 

  次に、広報編集特別委員会を９月２０日、本会議終了後、開催したいと思います。 

  なお、議事の進行上、日程を順次繰り延べる場合もありますので、よろしくお願いし
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ます。 

  以上で、報告を終わります。 

（議会運営委員長 伊都堅仁君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    お諮りします。 

  本定例会の会期は、ただいま報告のとおり、本日から９月２６日までの１５日間とし

たいと思います。 

  これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（美野勝男君）    異議なしと認めます。 

  したがって、本定例会の会期は、本日から９月２６日までの１５日間と決定しました。 

◎日程第３ 諸般の報告について 

○議長（美野勝男君）    日程第３、諸般の報告を行います。 

  監査委員から、例月出納検査結果に関する報告が提出されております。お手元に配付

のとおりであります。御了承願います。 

  次に、本日までに受理した陳情及び請願は、お手元にお配りしました請願・陳情文書

表のとおり総務文教常任委員会に付託しましたので、御報告します。 

  本定例会に提出された案件は、お手元に配付のとおりです。 

  この際、町長から行政報告の申し出がありましたので、これを許します。 

  町長、寺本君。 

（町長 寺本光嘉君 登壇） 

○町長（寺本光嘉君）    皆さん、おはようございます。 

  それでは、開会に当たりまして、一言御挨拶並びにその後の行政報告を申し上げます。 

  本日、紀美野町議会第３回定例会を招集いたしましたところ、議員各位を初め関係者

の皆様方におかれましては、何かと御多忙中にもかかわりませず、御出席を賜り、開会

の運びとなりましたことに対し、心より厚くお礼申し上げます。 

  ことしの夏は大変暑い日が続き、その上、雨も少なく、水不足や農作物への被害など

も心配していましたが、９月に入りようやく過ごしやすい秋らしい気候になってまいり

ました。 

  ８月７日には台風５号が和歌山市に上陸し、猛烈な雨が降り、河川の急な増水など改

めて自然の驚異を痛感したところでございます。今後とも防災・減災対策に緊張感を持
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って取り組んでいくとともに、住民の皆さんと連携を密にして災害への備えを強化して

まいりたいと考えております。 

  さて、８月１５日には、夏の大きなイベントである第１２回きみの夏祭りが開催され

ました。１万７,０００人もの人が来場され、新体操や吹奏楽など数々のステージイベ

ントや盆踊り、さらには１,５００発の花火が打ち上げられるなど、祭りを大いに楽し

んでいただきました。 

  また、９月３日には、わかやま子育て応援シンポジウム２０１７が県民文化会館で開

催され、結婚・子育て、そして働く女性を応援する企業同盟の発足式も行われました。

紀美野町役場もこの企業同盟に参加し、仕事と子育てが両立できる働きやすい職場環境

づくりを推進してまいりたいと考えております。 

  また、９月９日と１０日には、議員の皆さんにも御臨席をいただき、敬老会や町民癒

しのコンサートも開催し、たくさんの高齢者や町民の皆様に喜んでいただいたものと思

っております。 

  また、９月２５日には、当町と西日本電信電話株式会社和歌山支店との間で、ＩＣＴ

の利活用による地域活性化等に関する協定を結ぶ予定でございまして、今後のＩＣＴの

利活用に関して共同で研究してまいりたいと考えております。 

  さて、１０月から乳幼児の一時預かり事業を子育て支援センターで開始いたします。

こども園や保育所に入所していない家庭において、日常生活上の突発的な事情や社会参

加などにより一時的に家庭での保育ができない保護者の方を支援するものであります。 

  また、学習指導要領の改訂に先駆け、間もなく当町の学校におきましてＩＣＴ教育が

始まります。まずは和歌山大学との包括連携の一環事業といたしまして、野上小学校で

実施しますが、平等な教育機会の保障を図り、順次全小中学校で推進してまいります。 

  また、セミナーハウス未来塾については、現在指定管理者が業務を行っておりますが、

施設の老朽化のため来年３月末で閉館する方向で検討しているところでございます。 

  また、コミュニティバスふれあい号につきまして、三尾川・上ケ井・箕六線と永谷線

の全線で、また真国志賀野線の薬師口から鳥居峠までの区間において、事前の電話予約

に基づくデマンド型運行による試行運転を本年４月から実施しているところでございま

す。現時点での利用状況と沿線住民のアンケート結果をもとに、１０月からは、永谷線

と真国志賀野線では試行運転と同様の事前の電話予約に基づくデマンド型運行を本稼働

いたします。また、三尾川・上ケ井・箕六線につきましては、午前の便、１便と２便は
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予約しなくても乗車できるように１１月から本稼働いたします。一方、ほとんど利用の

ない午後の便は、試行運行と同様の事前の電話予約に基づくデマンド型運行といたしま

す。住民の皆さんに周知徹底を図ってまいりますので、議員各位の御協力もよろしくお

願い申し上げます。 

  また、町営住宅神原団地の建てかえに伴う建設用地についてでありますが、現在、農

業振興地域除外申請を経て、その後、農地転用許可申請を農業委員会に提出する運びで

ございまして、早期完成を目指して頑張ってまいりたいと考えております。 

  さて、今期定例会に上程している案件は、議案第５６号から議案第７１号までの１６

件であります。 

  平成２８年度の一般会計及び特別会計等歳入歳出決算認定の承認をいただく案件が１

０件、町条例の一部改正に係る案件が１件、組合規約の変更に関する協議が１件、平成

２９年度紀美野町一般会計及び特別会計の補正予算に関する案件が４件であります。 

  この後、担当課長より詳しく御説明申し上げますので、十分御審議の上、原案のとお

り御可決くださいますようお願い申し上げまして、御挨拶並びに行政報告とさせていた

だきます。ありがとうございました。 

（町長 寺本光嘉君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    次に、過日、総務文教常任委員会が庁内所管事務調査を行

っていますので委員長から調査結果について報告願います。 

  総務文教常任委員長、町田富枝子君。 

（総務文教常任委員長 町田富枝子君 登壇） 

○総務文教常任委員長（町田富枝子君）    皆さん、おはようございます。 

  総務文教常任委員会報告を行わせていただきます。 

  去る８月２４日、総務文教常任委員会の庁内所管事務調査を実施いたしました。常任

委員６名全員参加のもと、最初にきみのこども園を訪問し、同園の現状を園長より説明

を受けました。昨年より１歳児保育のニーズがふえてきていることから、本年、保育室

を増設、現在０歳児６人、１歳児１５人を含む１４２人の園児を１３人の正職員と１５

名の臨時職員、そのうち給食調理員、正・臨時とも各２名で運営されていました。 

  次に、本年４月１日より紀美野町総合福祉センター２階に開設された子育て世代包括

支援センターを訪問、この日は生後５カ月から１歳６カ月までの子供と保護者が集うカ

ンガルー教室が開かれており、数組の親子連れが参加していました。ここでは保護者同
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士の交流や保健師や保育士による相談も気軽にでき、また、雨天などの親子連れの遊び

場としても使用されています。 

  次に、下佐々に開設されたふれあい広場紀美野を訪問、この日も近所の方が大勢集ま

ってコーヒーを飲んだり、雑談したり、地域の交流の場になっていました。その後、神

野保育所を訪問しました。神野保育所は、昨年から毛原保育所児も受け入れ、１歳児５

人を含む４８人の園児を７名の正職員と４名の臨時職員、そのうち給食調理員、正臨時

とも各１名で運営されていました。以前の職員室を保育室に使用し、新たにプレハブで

職員室を設置していました。 

  次に、指定管理者による施設の稼働状況等の調査のため、美里の湯かじか荘を訪問し、

企画管財課長、指定管理者より２８年度の利用人数、実績について説明を受けました。

宿泊人数は５,６６３人、レストランの利用数は６,９１７人で、２７年より宿泊マイナ

ス６０３人、レストランマイナス２,２１５人ですが、これは国体の影響で宴会、入浴

人数は増加の傾向にあるとのことでした。その後、レストランで昼食をとり、午後、セ

ミナーハウス未来塾を訪問しました。セミナーハウス未来塾では、教育課長、指定管理

者より説明を受けました。この施設は指定管理を始めてから平均して年間２,０００人

の利用者に利用されていましたが、２８年度は１,４１２人で、減少した原因は、海南

市の小学校の利用が減少したためで、近年、少子高齢化や学校教育方針の変化により利

用者が減少しているとのことでした。 

  続いて、みさと天文台を訪問し、職員より説明を受けました。現在、専門の職員が１

名で平日は２名の非常勤職員とで運営しており、イベントのあるときは、課長や役場職

員、友の会の皆さんが駐車場の整理をしてくださっているそうです。新しくできた第２

駐車場も見てきました。 

  最近の利用状況の特徴ですが、夜の観望会は天の川を特に強くアピールし始めた平成

２７年度より倍増していて、特に土曜開催の天の川が見えるカフェが人気で、現在５店

舗が協力、収入も年々増加しているとのことです。２７年７月には天文台開館２０周年

と紀美野町誕生１０周年の記念イベントとして星ふる里の結婚式、２８年８月にはサン

リゾートカントリークラブでペルセウス座流星群観望会開催などいろいろ工夫されてい

ると感じました。 

  最後に、毛原オートキャンプ場を見学しました。２８年の利用人数、実績は８８０件、

４,１９５名で増加傾向にあり、さらに秋から天文台ツアーとの連携も考えているとの
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ことでした。 

   以上で報告を終わります。 

○議長（美野勝男君）    次に、一般質問の通告は、９月１３日午後３時までに提出

願います。 

  以上で、諸般の報告を終わります。 

◎日程第 ４ 議案第５６号 平成２８年度紀美野町一般会計歳入歳出決算の認定につい 

              て 

◎日程第 ５ 議案第５７号 平成２８年度紀美野町国民健康保険事業特別会計歳入歳出 

              決算の認定について 

◎日程第 ６ 議案第５８号 平成２８年度紀美野町国民健康保険診療所事業特別会計歳 

              入歳出決算の認定について 

◎日程第 ７ 議案第５９号 平成２８年度紀美野町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決 

              算の認定について 

◎日程第 ８ 議案第６０号 平成２８年度紀美野町介護保険事業特別会計歳入歳出決算 

              の認定について 

◎日程第 ９ 議案第６１号 平成２８年度紀美野町のかみふれあい公園運営事業特別会 

              計歳入歳出決算の認定について 

◎日程第１０ 議案第６２号 平成２８年度紀美野町農業集落排水事業特別会計歳入歳出 

              決算の認定について 

◎日程第１１ 議案第６３号 平成２８年度紀美野町野上簡易水道事業特別会計歳入歳出 

             決算の認定について 

◎日程第１２ 議案第６４号 平成２８年度紀美野町美里簡易水道事業特別会計歳入歳出 

              決算の認定について 

○議長（美野勝男君）    日程第４、議案第５６号、平成２８年度紀美野町一般会計

歳入歳出決算の認定について、日程第５、議案第５７号、平成２８年度紀美野町国民健

康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について、日程第６、議案第５８号、平成２８

年度紀美野町国民健康保険診療所事業特別会計歳入歳出決算の認定について、日程第７、

議案第５９号、平成２８年度紀美野町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて、日程第８、議案第６０号、平成２８年度紀美野町介護保険事業特別会計歳入歳出

決算の認定について、日程第９、議案第６１号、平成２８年度紀美野町のかみふれあい
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公園運営事業特別会計歳入歳出決算の認定について、日程第１０、議案第６２号、平成

２８年度紀美野町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について、日程第１１、

議案第６３号、平成２８年度紀美野町野上簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて及び日程第１２、議案第６４号、平成２８年度紀美野町美里簡易水道事業特別会

計歳入歳出決算の認定について一括議題とします。 

  説明を願います。会計管理者、北山君。 

（会計管理者 北山 仁君 登壇） 

○会計管理者（北山 仁君）    ただいま一括議題とされました、議案第５６号から

議案第６４号までについて御説明を申し上げます。 

  平成２８年度紀美野町各会計の歳入歳出決算につきましては、去る８月４日から同月

２５日まで監査委員による決算審査を受け、地方自治法第２３３条の第３項の規定に基

づき、監査委員の意見を付して議会の認定をお願いするものでございます。 

  それでは、逐次各会計ごとに御説明をさせていただきたいと思いますが、議案第５６

号の朗読をさせていただき、以下、議案第５７号から議案第６４号までの朗読は省略さ

せていただきますので、御了承のほどよろしくお願い申し上げます。 

  それでは、議案書の１ページをお開きください。 

  議案第５６号、平成２８年度紀美野町一般会計歳入歳出決算の認定について。 

  地方自治法第２３３条第３項の規定により標記決算を別冊により、別紙監査委員の意

見書（写）をつけて議会の認定に付する。 

                 平成２９年９月１２日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  まずは議案第５６号、一般会計歳入について御説明申し上げます。 

  別冊の平成２８年度紀美野町決算書４ページ、５ページをお開きください。 

  一番下の歳入合計の欄をごらんください。予算現額７４億８,１９３万４,０００円、

調定額７６億９,０７８万３,８５６円、収入済額７５億３,９５７万２,５３３円、不納

欠損額１６３万８,５７５円、収入未済額１億４,９５７万２,７４８円でございました。 

  収入済額につきましては、２７年度より４億６,１８３万円減、率にして５.７７％の

減となってございます。 

  減額の主な要因につきましては、地方交付税で２７年度より約１億１,０００万円、

地方交付税で２７年度より約１億１,０００万円の減となってございますが、これは地

域経済雇用対策費の減額や合併算定替縮減で減になったものでございます。また、特別
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交付税でも、熊本震災の復旧支援により被災地に交付税が集中したことや当町での災害

等特例要因がなかったことにより減額となったものでございます。 

  また、町債では、２７年度より約３億６,０００万円の減となっておりますが、これ

は平成２７年度で合併振興基金の積み立てが終わったことや、光通信網整備事業の大規

模な起債がなかったことにより減額となったものでございます。 

  次に、不能欠損につきましては、町税の不納欠損で督促、催告で財産調査等により滞

納処分を行いましたが、町税が納付されなかったもので滞納処分の執行停止期限及び時

効により徴収権の消滅したものを今回不納欠損といたしたものでございます。 

  次に、収入未済額について御説明を申し上げます。 

  決算書の２ページ、３ページをごらんください。 

  第１款の町税の収入未済額は２,０７８万８,５３８円でございます。 

  次に、４ページ、５ページをごらんください。 

  第１３款使用料及び手数料の収入未済額は４９１万３,６１０円です。これは公営住

宅及び町営駐車場使用料の収入未済額の分でございます。 

  第１４款国庫支出金の収入未済額は４,０４３万９,６００円です。これは繰越明許と

なった臨時福祉給付金給付事業等の国庫補助金が収入未済額となったものでございます。 

  第１５款県支出金の収入未済額は４,８０１万１,０００円です。これは繰越明許とな

った老人福祉費県費補助金等の県費補助金が収入未済となったものでございます。 

  ２１款町債で起債事業が翌年度繰越となり３,５４２万円収入未済額となってござい

ます。 

  収入未済額の合計は１億４,９５７万２,７４８円となってございます。 

  次に、決算書８ページ、９ページの一番下、歳出合計の段をごらんください。 

  予算現額７４億８,１９３万４,０００円、支出済額６９億９,３００万８,７０５円、

翌年度繰越額１億６,７７４万円、不用額は３億２,１１８万５,２９５円でございまし

た。 

  支出済額でございますが、２７年度より３億８,４０８万円の減、率にして５.２％の

減となってございます。 

  支出済額の主な増減について御説明を申し上げます。 

  ２款の総務費で光通信網整備が２７年度で終了したことにより昨年度より２億円の減

となってございます。 
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  ３款の民生費では、国民健康保険事業の繰出金が２７年度より６,０００万円の増と

なっております。また、臨時福祉給付金事業で給付金の扶助費が４,５００万円の増と

なっております。 

  ４款の衛生費では、紀の海広域施設組合の負担金が２７年度より１億１,９００万円

の減となってございます。 

  ９款の教育費では、２７年度にあった国体推進費６,６００万円が減額となっており

ます。 

  １２款諸支出金では、合併振興基金積立金が２７年度より１億７,６００万円の減と

なってございます。 

  以上が増減の主な理由でございます。 

  翌年度繰越金でございますが、地域医療介護総合確保事業、臨時福祉給付金、経済対

策分支給事業費等で翌年度繰越分となっております。 

  恐れ入りますが、大きく飛んでいただきまして、１４８ページをお開きください。 

  一般会計の実質収支に関する調書でございます。 

  １番、歳入総額７５億３,９５７万２,５３３円、歳出総額６９億９,３００万８,７０

５円、歳入歳出差引額５億４,６５６万３,８２８円、４番の（２）繰越明許費繰越額２,

７０２万２,０００円、実質収支額５億１,９５４万１,８２８円でございました。 

  以上、議案第５６号一般会計の決算について御説明を申し上げました。 

  続きまして、１４９ページをごらんください。 

  議案第５７号平成２８年度国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算書について御説明

を申し上げます。 

  続きまして、１５１ページをお開きください。 

  国民健康保険事業特別会計の歳入の決算書でございますが、一番下、歳入合計の欄を

ごらんください。 

  予算現額１８億３,６９６万９,０００円、調定額は１８億６,００２万５,８８８円、

収入済額は１８億３,０６３万１,８５９円、収入済額につきましては、２７年度より８

３２万円減、率にして０.４５％の減額となってございます。 

  不納欠損額は４６万３,４５４円、収入未済額は２,８９３万５７５円でございます。 

  続きまして、決算書の１５４ページ、１５５ページをお開きください。 

  国民健康保険事業特別会計の歳出の決算書でございますが、一番下、歳出合計の欄を
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ごらんください。 

  予算現額は１８億３,６９６万９,０００円、支出済額は１７億２,０１２万８,６４３

円、支出済額につきましては、２７年度より７,８５８万円の減、率にして４.３６％の

減でございました。翌年度繰越額はございません。不用額は１億１,６８４万３５７円

でございました。 

  続きまして、１７６ページをお開きください。 

  国民健康保険事業特別会計の実質収支に関する調書でございます。 

  １番、歳入総額は１８億３,０６３万１,８５９円、歳出総額は１７億２,０１２万８,

６４３円、歳入歳出差額１億１,０５０万３,２１６円、５番の実質収支額も１億１,０

５０万３,２１６円でございました。 

  以上、議案第５７号の平成２８年度国民健康保険事業特別会計決算書について御説明

を申し上げました。 

  続きまして、１７７ページをお願いいたします。 

  議案第５８号の国民健康保険診療所事業特別会計歳入歳出決算書について御説明を申

し上げます。 

  決算書の１７８ページ、１７９ページをお開きください。 

  国民健康保険診療所事業特別会計の歳入の決算書でございますが、一番下、歳入合計

の欄をごらんください。 

  予算現額８,４７１万７,０００円、調定額８,０３６万７,２６２円、収入済額も８,

０３６万７,２６２円でございます。収入済額につきましては、２７年度より１,０３８

万円の増、率にして１４.８３％の増額となってございます。不能欠損及び収入未済額

についてはございませんでした。 

  続きまして、決算書の１８０ページ、１８１ページをお開きください。 

  国民健康保険診療所事業特別会計の歳出の決算書でございますが、一番下、歳出合計

の欄をごらんください。 

  予算現額８,４７１万７,０００円、支出済額７,７６１万７,６０４円、支出済額につ

きましては、２７年度より１,０８０万円の増、率にして１６.１６％の増額となってご

ざいます。翌年度繰越額はございません。不用額につきましては７０９万９,３９６円

でございました。 

  次に、決算書の１９０ページをお開きください。 
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  国民健康保険診療所事業特別会計の実質収支に関する調書でございます。 

  １番、収入済額は８,０３６万７,２６２円、２番の歳出総額は７,７６１万７,６０４

円、３番の歳入歳出差額は２７４万９,６５８円、５番の実質収支額も２７４万９,６５

８円でございました。 

  以上、議案第５８号国民健康保険診療所事業特別会計の決算書について御説明を申し

上げました。 

  続きまして、１９１ページでございますが、議案第５９号の後期高齢医療事業特別会

計の決算書について御説明申し上げます。 

  決算書の１９２ページ、１９３ページをお開きください。 

  後期高齢者医療特別会計の歳入の決算書でございますが、一番下、歳入合計の欄をご

らんください。 

  予算現額は３億３,５０４万円、調定額は３億３,６４４万７,６６５円、収入済額は

３億３,６２７万５,４１５円、収入済額につきましては、２７年度より５３４万円の減、

率にして１.５６％の減でございました。不納欠損額は２万６５０円、収入未済額は１

５万１,６００円でございました。 

  続きまして、決算書の１９４ページ、１９５ページをお開きください。 

  後期高齢者医療特別会計の歳出の決算書でございますが、一番下、歳出合計の段をご

らんください。 

  予算現額３億３,５０４万円、支出済額は３億３,４７２万２８９円、翌年度繰越額は

ございません。不用額は３１万９,７１１円でございました。支出済額につきましては、

２７年度より５８６万円減、率にして１．７２％の減でございました。 

  ２０４ページをお開きください。 

  後期高齢者医療事業特別会計実質収支に関する調書でございます。 

  １番、歳入総額は３億３,６２７万５,４１５円、２番、歳出総額は３億３,４７２万

２８９円、３番の歳入歳出差額は１５５万５,１２６円、５番の実質収支額も１５５万

５,１２６円でございました。 

  以上、議案第５９号後期高齢者医療事業特別会計決算について御説明を申し上げまし

た。 

  続きまして、２０５ページをごらんください。 

  議案第６０号介護保険事業特別会計の決算書について御説明申し上げます。 
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  ２０６ページ、２０７ページをお開きください。 

  介護保険事業特別会計の歳入の決算書でございますが、一番下の段、歳入合計の欄を

ごらんください。 

  予算現額は１７億２,７８３万２,０００円、調定額１７億２３１万２,２２６円、収

入済額は１６億９,８７６万９,０１６円、収入済額につきましては、２７年度より４,

８１３万円増、率にして２.９１％の増でございました。不納欠損額は４１万１,３４０

円、収入未済額は３１３万１,８７０円でございました。 

  続きまして、決算書の２０８ページ、２０９ページをお開きください。 

  介護保険事業特別会計の歳出の決算書でございますが、一番下の歳出合計の段をごら

んください。 

  予算現額１７億２,７８３万２,０００円、支出済額１６億６,３３４万９,８７４円、

支出済額につきましては、２７年度より３,４０８万円減、率にして２.０９％の減でご

ざいました。翌年度繰越額はございません。不用額につきましては、６,４４８万２,１

２６円でございました。 

  ２３０ページをお開きください。 

  介護保険事業特別会計実質収支に関する調書でございます。 

  １番、歳入総額は１６億９,８７６万９,０１６円、２番の歳出総額は１６億６,３３

４万９,８７４円、３番、歳入歳出差額は３,５４１万９,１４２円、５番の実質収支額

も３,５４１万９,１４２円でございました。 

  以上、議案第６０号介護保険事業特別会計決算について御説明を申し上げました。 

  続きまして、２３１ページから議案第６１号のかみふれあい公園運営事業特別会計の

決算について御説明申し上げます。 

  ２３２ページ、２３３ページをお開きください。 

  のかみふれあい公園運営事業特別会計の歳入の決算書でございますが、一番下、歳入

の合計の段をごらんください。 

  予算現額４,５３０万６,０００円、調定額４,１９４万６８１円、収入済額も４,１９

４万６８１円でございます。収入済額につきましては、２７年度より７３万円の増、率

にして１.７７％の増でございました。不用額、収入未済額ともございませんでした。 

  続きまして、決算書の２３４ページ、２３５ページをお開きください。 

  のかみふれあい公園運営事業特別会計の歳出の決算書でございますが、一番下、歳出
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合計の段をごらんください。 

  予算現額の合計は４,５３０万６,０００円、支出済額の合計は４,０８７万４０５円、

支出済額につきましては、２７年度より１８万円の増、率にして０.４４％の増でござ

いました。翌年度繰越額はございません。不用額につきましては４４３万５,５９５円

でございました。 

  ２４２ページをお開きください。 

  のかみふれあい公園運営事業特別会計の実質収支に関する調書でございます。 

  １番歳入総額は４,１９４万６８１円、２番の歳出総額は４,０８７万４０５円、３番

の歳入歳出差引額は１０７万２７６円、５番実質収支額１０７万２７６円でございます。 

  以上、議案第６１号のかみふれあい公園運営事業特別会計決算書について御説明を申

し上げました。 

  続きまして、２４３ページから議案第６２号農業集落排水事業特別会計の決算書につ

いて御説明申し上げます。 

  ２４４ページ、２４５ページをお開きください。 

  農業集落排水事業特別会計の歳入の決算書でございますが、一番下、歳入合計の段を

ごらんください。 

  予算現額２,７４９万４,０００円、調定額は２,６７３万１,９４８円、収入済額は２,

６５６万６０８円、収入済額につきましては、２７年度より５２万円の減、率にして１.

９４％の減でございました。不納欠損額はございません。収入未済額につきましては１

７万１,３４０円でございました。 

  続きまして、決算書の２４６ページ、２４７ページをお開きください。 

  農業集落排水事業特別会計の歳出の決算書でございますが、一番下、歳出合計の段を

ごらんください。 

  予算現額は２,７４９万４,０００円、支出済額は２,６１２万７,０２２円、支出済額

につきましては、２７年度より５２万円の減、率にして１.９７％の減でございました。

翌年度繰越額はございません。不用額につきましては１３６万６,９７８円でございま

した。 

  ２５４ページをお開きください。 

  実質収支に関する調書でございます。 

  １番、歳入総額は２,６５６万６０８円、２番、歳出総額は２,６１２万７,０２２円、
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歳入歳出差引額は４３万３,５８６円、実質収支額も４３万３,５８６円でございました。 

  以上、議案第６２号農業集落排水事業特別会計決算について御説明申し上げました。 

  続きまして、２５５ページから議案第６３号の野上簡易水道事業特別会計の決算書に

ついて御説明申し上げます。 

  ２５６ページ、２５７ページをお開きください。 

  野上簡易水道事業特別会計の歳入の決算書でございますが、一番下の歳入合計の欄を

ごらんください。 

  予算現額は５,０９１万９,０００円、調定額は４,９２０万６,３８１円、収入済額は

４,５６７万８,７４７円、収入済額につきましては、２７年度より１,２５３万円減、

率にして２１.５３％の減でございました。不納欠損はございません。収入未済額は３

５２万７,６３０円でございます。 

  続きまして、決算書の２５８ページ、２５９ページをお開きください。 

  野上簡易水道事業特別会計の歳出の決算書でございますが、一番下、歳出合計の段を

ごらんください。 

  予算現額は５,０９１万９,０００円、支出済額は４,５１４万８,８８４円、支出済額

につきましては、２７年度より１,２０３万円の減、率にして２１.０５％の減となって

ございます。翌年度繰越額はございません。不用額につきましては５７７万１１６円で

ございました。 

  ２６８ページをお開きください。 

  実質収支に関する調書でございます。 

  １番、歳入総額は４,５６７万８,７４７円、歳出総額は４,５１４万８,８８４円、歳

入歳出差引額は５２万９,８６３円、５番の実質収支額も５２万９,８６３円でございま

した。 

  以上、議案第６３号野上簡易水道事業特別会計歳入歳出決算書について御説明を申し

上げました。 

  続きまして、２６９ページをごらんください。 

  議案第６４号の美里簡易水道事業特別会計の決算書について御説明を申し上げます。 

  ２７０ページ、２７１ページをお開きください。 

  美里簡易水道事業特別会計の歳入の決算書でございますが、一番下、歳入合計の欄を

ごらんください。 
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  予算現額は１億３７３万５,０００円、調定額は１億２２４万７,３８７円、収入済額

は１億３８万９,２３９円、収入済額につきましては、２７年度より６９６万円の減、

率にして６.４８％の減でございます。不納欠損はございません。収入未済額は１８５

万８,１４８円でございました。 

  続きまして、決算書の２７２ページ、２７３ページをお開きください。 

  美里簡易水道事業特別会計の歳出の決算書でございますが、一番下、歳出合計の段を

ごらんください。 

  予算現額１億３７３万５,０００円、支出済額９,９８６万４,０２３円、支出済額に

つきましては、２７年度より６４８万円減、率にして６.０９％の減でございました。

翌年度繰越額はございません。不用額につきましては３８７万９７７円でございます。 

  ２８２ページをお開きください。 

  美里簡易水道事業特別会計の実質収支に関する調書でございます。 

  １番、歳入総額は１億３８万９,２３９円、２番、歳出総額は９,９８６万４,０２３

円、３番の歳入歳出差額は５２万５,２１６円、５番の実質収支額も５２万５,２１６円

でございました。 

  以上、議案第６４号美里簡易水道事業特別会計決算書について御説明を申し上げまし

た。 

  続きまして、２８３ページをお開きください。 

  財産に関する調書についてこれから御説明を申し上げます。 

  次の２８４ページから２８９ページにつきましては、公有財産に関する調書でござい

ます。 

  ２８４ページ、２８５ページをお開きください。 

  公有財産土地及び建物の総括の調書でございます。 

  調書のとおり、土地の地積、建物の面積とも２７年度より大きく増減しておりますが、

これについて御説明を申し上げます。 

  平成２６年度に今後の地方公会計の整備促進についての国からの通知があり、固定資

産台帳の整備と複式簿記の導入を前提とした財務書類の作成に関する統一的な基準が示

されました。それにより現行公有財産を管理するための公有財産台帳の各種台帳を整え

ることとなり、今回、資産価値に係る情報も加えた公会計との連動した固定資産台帳を

整備することとなったわけでございます。 
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  そのような流れの中で、紀美野町では、平成２８年度に公会計システムの見直しや町

の財産である土地、建物、物品の洗い出しを行い、見直しを行った結果、２８４ページ、

２８５ページの土地、建物の決算年度末現在高に記載された数値となったわけでござい

ます。 

  その差額が大きくなった理由につきましては、平成２７年度までは年間の増減を積み

重ねたものでございましたが、今回は、今御説明申し上げたとおり、全財産の洗い出し

を行い、その結果、差額が生じたものでございます。また、それ以外の理由といたしま

して、土地については地籍調査による地積の成果について新たに反映したものを今回の

差額が出た要因の１つとなりました。 

  続きまして、２９０ページをお開きください。 

  （２）山林は、今御説明申し上げたとおり、６万２,２５１平米の減になっておりま

す。 

  ３番の有価証券、（４）の出資による権利については、平成２８年度中の増減はござ

いませんでした。 

  ２９１ページをお開きください。 

  ２番の物品につきましても、先ほど公有財産で御説明申し上げた理由により記載のと

おりの増減となっております。 

  ２９４ページをお開きください。 

  債権でございます。 

  災害援護資金県費貸付金については、平成２７年度よりの増減はございません。 

  次の紀美野町土地開発公社貸付金でございますが、福井樫山団地分譲地の１区画が販

売されたことにより、貸付金１,５００万円のうち７００万円を返済して決算年度末現

在高が８００万円となってございます。 

  旧美里歳計外資金損害賠償及び損害金では、平成２８年度中の新たな債権の回収がな

かったことや、債権に係る損害賠償延滞金が８６７万８,０００円発生して決算年度末

現在高は２億３８３万８,０００円となってございます。 

  ２９５ページをお開きください。 

  ４番の基金、（１）残高でございます。一番下の段、基金の決算年度末現在高の合計

額は３７億５,９２１万２,０００円でございます。 

  ２９６ページをお開きください。 



－２０－ 

  （２）定期基金の運用状況、①土地開発基金でございます。平成２９年３月３１日に

定期利息１万６,８５９円が増加してございます。決算年度末現在高は３,９２６万７２

６円でございます。 

  ②の国民健康保険出産費資金貸付金につきましては、平成２８年８月２２日に８円、

平成２９年２月２０日に４円、合計１２円の利息がありました。この利息１２円につき

ましては、国民健康保険会計へ入金いたしております。これにより国民健康保険出産費

資金貸付基金の決算年度末現在高は９６万円となってございます。 

  議案第５６号から議案第６４号までの説明は以上でございます。 

  この決算につきましては、向江信夫代表監査委員、美濃良和監査委員による決算審査

意見書や主要施策成果報告書をお手元に提出させていただいておりますので、十分御審

議の上、認定いただきますようよろしくお願い申し上げます。 

  以上でございます。 

（会計管理者 北山 仁君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    説明が終わりましたので、監査結果について報告願います。 

  代表監査委員、向江君。 

（代表監査委員 向江信夫君 登壇） 

○代表監査委員（向江信夫君）    おはようございます。ただいま会計管理者から平

成２８年度の決算について報告がございましたので、私から監査報告をさせていただき

ます。 

  １１ページから１２ページをごらんください。 

  平成２９年８月４日から２５日にかけて紀美野町役場特別室において、美濃監査委員

と私の２人で監査を行いました。意見書は次のとおりです。 

  平成２８年度紀美野町一般会計・特別会計歳入歳出決算審査意見書。 

  地方自治法第２３３条第２項の規定により平成２８年度紀美野町一般会計及び特別会

計歳入歳出決算並びに関係帳簿、証書類を審査した結果、その意見は下記のとおりです。 

  審査対象は、平成２８年度紀美野町一般会計及び八つの特別会計決算及び関係帳簿等

です。ここに監査報告を申し上げるのが本当ではございますが、一括して監査の総括的

意見で御勘弁をお願い申し上げます。 

  各会計の予算額及び収入支出済額は、関係帳簿により出納証書類を余すところなく調

査の上、その内容についても慎重に審査した結果、本決算は正確であるものと認めまし



－２１－ 

た。 

  町税、国民健康保険税、介護保険料については、滞納整理事務への取り組みが積極的

に行われ、結果として不納欠損の額が減少していることを認めました。住宅や水道料な

どの使用料については、滞納が多額になる前に徴収事務を行うなど、引き続き積極的な

滞納整理に努めていただくようお願いします。 

  紀美野町まち・ひと・しごと創生総合戦略の実行の初年度ということで、地方創生加

速化交付金を活用し、移住促進、就農支援及び観光施策を組み合わせた事業の実施があ

りました。今後も創意工夫の上、人口減少克服と地域の活性化の取り組みをいただきま

すようお願いします。 

  継続的な借地料の支払いは町財政の硬直化につながりかねないものであるが、公共施

設の見直しの中で旧野上第２保育所の借地返還の取り組みが見られました。今後も施設

のあり方を検討し、借地の見直しや解消に努めていただくようお願いします。 

  美里簡易水道事業では、有収率の改善はあったが、野上簡易水道事業を含め両事業で

は今後も加入者の増加も見込みにくいことから、漏水調査等をきめ細やかに実施し、配

水の効率化に努めていただくようお願いします。 

  また、水道料の未収金については、増加していることから庁中体制の強化を図り、解

消に最善を尽くしていただきたいと思います。 

  健全化判断比率の財政指標は改善していました。事業の見直しによる経費削減による

ものなど、健全化に向けた取り組みが執行しつつあることや財政調整基金の増加による

ところが大きいです。 

  しかしながら、少子高齢化の進展に伴う社会保障関連経費や公共施設の老朽化に伴う

更新費用などの財政需要は今後も増加する見込みです。ついては、引き続き将来にわた

る健全な財政運営に努力され、まちづくりを一層推進されることを期待します。 

              平成２９年８月２５日 紀美野町代表監査委員 向江信夫 

                           紀美野町監査委員 美濃良和 

  以上で、平成２８年度紀美野町一般会計・特別会計の決算審査の報告を終わらせてい

ただきます。 

  続きまして、２２ページをお開きください。 

  基金の運用状況の審査意見書です。 

  地方自治法第２４１条第５項の規定により基金について審査したところ、その運用状
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況に問題なく、また預金証書の額面、利息計算書、その他証票書類が符号したので適正

であるものと認めました。 

              平成２９年８月２５日 紀美野町代表監査委員 向江信夫 

                           紀美野町監査委員 美濃良和 

  続きまして、２５ページから２６ページをごらんください。 

  平成２８年度財政健全化審査意見書及び経営健全化審査意見書について報告いたしま

す。 

  町長から提出された健全化判断比率、資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を

記載した書類が適正に作成されているかどうかを主眼として審査を行いました。 

  健全化判断比率。 

  野上簡易水道事業会計、美里簡易水道事業会計、農業集落排水事業会計の資金不足比

率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類は、いずれも適正に作成されているも

のと認めました。 

  実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率、将来負担比率、野上簡易水道事

業会計、美里簡易水道事業会計、農業集落排水事業会計の資金不足比率は、いずれも早

期健全化基準、経営健全化基準を下回っている状況であり、指摘すべき事項は特にあり

ません。 

              平成２９年８月２５日 紀美野町代表監査委員 向江信夫 

                           紀美野町監査委員 美濃良和 

  以上で、監査報告を終わらせていただきます。 

（代表監査委員 向江信夫君 降壇） 

◎日程第１３ 議案第６５号 平成２８年度紀美野町上水道事業会計利益剰余金の処分及 

              び決算の認定について 

○議長（美野勝男君）    日程第１３、議案第６５号、平成２８年度紀美野町上水道

事業会計利益剰余金の処分及び決算の認定について議題とします。 

  説明を願います。水道課長、山本君。 

（水道課長 山本訓永君 登壇） 

○水道課長（山本訓永君）    議案第６５号、平成２８年度紀美野町上水道事業会計

利益剰余金の処分及び決算の認定について。 

  地方公営企業法（昭和２７年法律第２９２号）第３２条第２項の規定により、利益を



－２３－ 

処分したいので議決を求めるとともに、同法第３０条第４項の規定により標記決算を別

冊により、別紙監査委員の意見書（写）をつけて、議会の認定に付する。 

                 平成２９年９月１２日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  別冊の紀美野町上水道事業決算書をごらんください。 

  １ページをお開きください。 

  平成２８年度紀美野町上水道事業決算報告書でございます。 

  １、収益的収入及び支出でございます。 

  まず収入でございます。第１款水道事業収益の決算額は１億９５８万９９６円です。

予算額に対し決算額の増減は９１万６,９９６円の増額でございます。 

  第１項営業収益の決算額１億４６０万４,５５８円、予算額に対し７２万４,５５８円

の増でございます。第２項営業外収益の決算額４９７万６,４３８円、予算額に対し１

９万２,４３８円の増でございます。 

  次に、支出でございます。 

  第１款水道事業費用の決算額は９,４５１万１,４８９円です。不用額が１,１７５万

２,５１１円でございます。 

  第１項営業費用の決算額８,３８２万７,７０８円、不用額が１,０３３万５,２９２円

でございます。第２項営業外費用の決算額１,０６８万３,７８１円、不用額が１０万１,

２１９円でございます。第３項予備費の決算額ゼロ円で、不用額１３１万６,０００円

でございます。 

  ２ページをお開きください。 

  ２、資本的収入及び支出でございます。 

  まず、収入でございますが、第１款資本的収入の決算額がゼロ円でございます。第１

款企業債、第２項工事負担金ともに決算額がゼロ円でございます。 

  次に、支出でございます。第１款資本的支出では、決算額１,４５９万４,８０４円で、

不用額が１６９円でございます。 

  第１項建設改良費は、決算額がゼロ円で、不用額も０円です。第２項企業債償還金が、

決算額１,４５９万４,８０４円で、不用額が１９６円でございます。 

  資本的収入が資本的支出に対して不足する額１,４５９万４,８０４円は、過年度分損

益勘定留保資金から補塡いたしました。 

  ３ページをごらんください。 
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  平成２８年度紀美野上水道事業損益計算書でございます。 

  １、営業収益では、（１）給水収益が９,６３６万８,４７３円、（２）受託工事収益

はございません。（３）その他営業収益が５０万８,１８９円、営業収益の合計は９,６

８７万６,６６２円でございます。 

  ２、営業費用では、（１）原水及び浄水費が１,２３８万９,８３３円、（２）配水及

び給水費が２,５８８万６,０７３円、（３）受託工事費はゼロ円、（４）業務及び総係

費が１,９８６万９,０２２円、（５）減価償却費２,３６８万３,７６０円、（６）資産

減耗費ゼロ円、（７）その他営業費用はゼロ円で、営業費用の合計は８,１８２万８,６

８８円となります。 

  営業収益の９,６８７万６,６６２円から営業費用の８,１８２万８,６８８円を差し引

きまして、営業利益が１,５０４万７,９７４円でございます。 

  ４ページをお開きください。 

  ３、営業外収益では、（１）受取利息及び配当金が８万３０４円、（２）他会計補助

金４万３,９５２円、（３）雑収益が９６万５,３６３円、（４）長期前受金戻入が３８

０万９,７２７円です。営業外収益の合計は４８９万９,３４６円でございます。 

  ４、営業外費用では、（１）支払利息４８５万６,９５２円、（２）雑支出が２万８

６１円、営業外費用の合計は４８７万７,８１３円です。営業外収益と営業外費用の差

し引きは２万１,５３３円のプラスでございます。 

  これと前ページの営業利益を合わせまして、経常利益１,５０６万９,５０７円でござ

います。当年度純利益も１,５０６万９,５０７円、前年度繰越利益剰余金が２億４,１

８６万６,４２４円で、当年度未処分利益剰余金が２億５,６９３万５,９３１円でござ

います。 

  続きまして、５ページをごらんください。 

  平成２８年度紀美野町上水道事業剰余金計算書でございます。 

  まず、資本金でございます。 

  自己資本金は、前年度末残高、処分後残高、当年度末残高ともに２億１,５０８万６

５８円でございます。借入資本金はございません。 

  次に、剰余金でございます。 

  資本剰余金は、国県補助金、工事負担金ともにゼロ円で、資本剰余金合計はゼロ円で

ございます。利益剰余金でありますが、減債積立金は前年度末残高が４００万円で、前
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年度処分額の積立金の積み立て５０万円により、処分後残高は４５０万円で、当年度末

残高も４５０万円となります。 

  建設改良積立金はございません。未処分利益剰余金は、前年度末残高が２億４,２３

６万６,４２４円で、前年度処分額の積立金の積み立てによる５０万円の減少で処分後

残高は２億４,１８６万６,４２４円です。当年度変動額の当年度純利益１,５０６万９,

５０７円を合わせまして当年度末残高は２億５,６９３万５,９３１円でございます。 

  利益剰余金合計は、前年度末残高及び処分後残高とも２億４,６３６万６,４２４円と

なり、当年度変動額が１,５０６万９,５０７円で、当年度末残高は２億６,１４３万５,

９３１円でございます。 

  資本合計でありますが、資本金と剰余金を合わせまして前年度末残高及び処分後残高

ともに４億６,１４４万７,０８２円となります。当年度変動額１,５０６万９,５０７円

を合わせますと、当年度末残高は４億７,６５１万６,５８９円でございます。 

  続きまして、６ページをお開きください。 

  平成２８年度紀美野町上水道事業剰余金処分計算書（案）でございます。 

  資本金２億１,５０８万６５８円、資本剰余金ゼロ円で、未処分利益剰余金当年度末

残高２億５,６９３万５,９３１円です。減債積立金に５０万円を計上し、処分後残高２

億５,６４３万５,９３１円でございます。 

  ７ページをごらんください。 

  平成２８年度紀美野町上水道事業貸借対照表でございます。 

  資産の部でございます。 

  １、固定資産として、（１）有形固定資産、イ、土地が１,２６６万７０９円でござ

います。ロ、建物は２,２０４万３,２２８円で、減価償却累計額を差し引きまして６５

５万５,８６６円となります。ハ、構築物は９億８,０３７万７,０１２円で、減価償却

累計額を差し引きまして４億６,７０５万６,３０８円となります。ニ、機械及び装備は

１億２,４７５万２,１３８円で、減価償却累計額を差し引きまして１,５８９万９８３

円となります。ホ、車両及び運搬具は７６５万７,６０６円で、減価償却累計額を差し

引きまして１３０万４,２３４円となります。ヘ、工具器具及び備品は５８４万２,８４

０円で、減価償却累計額を差し引きまして５８万９,１６０円となります。 

  有形固定資産合計及び固定資産合計ともに５億４０５万７,２６０円でございます。 

  次に、２、流動資産として、（１）現金預金は、平成２９年３月末で２億５,５２９
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万３,３３４円でございます。（２）未収金が６１２万５,５１２円で、（３）貯蔵品が

３０万５,４３４円、（４）その他流動資産はゼロ円でございます。流動資産合計は２

億６,１７２万４,２８０円で、資産合計は７億６,５７８万１,５４０円でございます。 

  ８ページをお開きください。 

  負債の部でございます。 

  ３、固定負債として、（１）企業債２億５７６万５,７６６円で、固定負債合計も同

額でございます。 

  ４、流動負債として、（１）企業債１,４９２万８,２６４円、（２）未払金６３５万

４,６３８円です。（３）引当金は、イ、賞与引当金１８０万５,０００円、ロ、法定福

利費引当金３２万９,０００円、ハ、修繕引当金ゼロ円です。（４）その他流動負債が

２０万１,４６４円で、流動負債合計が２,３６１万８,３６６円でございます。 

  ５、繰延収益として、長期前受金が１億５,１２８万２,８６６円、長期前受金収益化

累計額９,１４０万２,０４７円の減で、繰延収益合計が５,９８８万８１９円でござい

ます。 

  負債合計は２億８,９２６万４,９５１円でございます。 

  ９ページをごらんください。 

  資本の部でございます。 

  ６、資本金として、（１）自己資本金は、イ、固有資本金２９９万６６０円、ロ、繰

入資本金４,８３９万９,０００円、ハ、組入資本金１億６,３６８万１,９９８円を合わ

せまして自己資本金合計２億１,５０８万６５８円でございます。資本金合計も同額で

ございます。 

  ７、剰余金として、（１）利益剰余金は、イ、減債積立金４５０万円、ロ、当年度未

処分利益剰余金２億５,６９３万５,９３１円で、利益剰余金合計は２億６,１４３万５,

９３１円となり、剰余金合計も同額でございます。資本金と剰余金合わせた資本合計は

４億７,６５１万６,５８９円となり、負債の部と資本の部を合わせた負債資本合計は７

億６,５７８万１,５４０円でございます。 

  １２ページをお開きください。 

  平成２８年度紀美野町上水道事業報告書でございます。 

  １、概況として、（１）総括事業（営業）で給水人口が、平成２８年度末におきまし

て４,９４８人で、前年と比較して１２４人の減でございます。配水量の送量は６２万
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２,９４６立方メートルで、前年度と比較して２８６立方メートルの増となってござい

ます。 

  １日最大配水量が１,８６３立方メートル、１日平均が１,７０７立方メートルでござ

います。有収水量が５７万８,０９４立方メートルで、前年度より１,６０４立方メート

ルの減でございます。有収率が平成２８年度は９２.８％で、前年度より０.３％減少し

てございます。 

  （２）水道事業関係議会議決事項といたしましては、議案第４３号は、平成２８年度

紀美野町上水道事業会計当初予算として、議案第５７号は、平成２８年度の第１号補正

予算として、議案第９２号は平成２８年度の第２号補正予算として、議案第２４号は平

成２８年度の第３号補正予算として議決を賜りました。 

  （３）職員に関する事項でございます。平成２９年３月３１日現在では、事務吏員が

２名、技術吏員が２名で計４名でございます。 

  １３ページの２、工事において、（１）建設改良工事及び（２）保存工事は該当工事

はございません。 

  １４、１５ページでございますが、３、業務に関しましては、先ほど申し上げました

１２ページの総括事業は、３ページ、４ページの収益費用と同じ内容でございますので

省略させていただきます。 

  １６ページをお開きください。 

  ４、会計、重要契約の要旨でございます。該当工事はございません。 

  （２）企業債及び一時借入金の概況でありますが、イ、企業債につきましては、前年

度末残高が２億３,５２８万８,８３４円で、本年度借入額はなく、本年度償還額１,４

５９万４,８０４円で、本年度末残高が２億２,０６９万４,０３０円となってございま

す。ロ、一時借入金はございません。 

  １７ページをごらんください。 

  平成２８年度紀美野町上水道事業決算キャッシュ・フロー計算書でございます。 

  １、業務活動によるキャッシュ・フローは、原材料、商品等購入、人件費の支出や営

業収入、補助金等の収入、利息等の支払いによるもので、計３,７１６万３,５４８円で

ございます。 

  ２、投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出や工事負

担金による収入はゼロ円でございます。 
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  ３、財務活動によるキャッシュ・フローは、建設改良費等の財源に充てるための企業

債の償還による支出で１,４５９万４,８０４円でございます。資金増減額は、業務活動、

投資活動、財務活動の計２,２５６万８,７４４円です。資金期首残高は、前年度決算の

現金預金２億３,２７２万４,５９０円です。資金期末残高は２億５,５２９万３,３３４

円で、７ページの貸借対照表の現金預金でございます。 

  なお、１８ページから２５ページまでは財務表附属書類及び固定資産明細書、企業債

明細書となってございます。後ほど御精読をお願いいたします。 

  以上、簡単でございますが、説明とさせていただきます。 

（水道課長 山本訓永君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    説明が終わりましたので、監査結果について報告願います。 

  代表監査委員、向江君。 

（代表監査委員 向江信夫君 登壇） 

○代表監査委員（向江信夫君）    ただいま水道課長から平成２８年度の決算につい

て報告がございましたので、私から監査報告をさせていただきます。 

  ２３ページをお開きください。 

  平成２８年度紀美野町公営企業歳入歳出決算審査意見書。 

  平成２８年度紀美野町上水道事業会計決算について、地方公営企業法第３０条第２項

の規定により、町長より決算審査の請求を受け審査したところ、執行上遺漏なく勘定科

目と収入、支出票及び証拠書類と符合一致しましたので、本会計決算は正確であるもの

と認めました。 

  今後も公正負担の原則からも未収金の回収に引き続き努力されるとともに、水道施設

の整備及び維持管理の適正化に努め、安定的な給水の確保に努められますようお願いし

ます。 

              平成２９年８月２５日 紀美野町代表監査委員 向江信夫 

                           紀美野町監査委員 美濃良和 

  続きまして、２６ページをお開きください。 

  平成２８年度上水道事業会計の経営健全化審査意見書について報告いたします。 

  町長から提出された上水道事業会計の資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を

記載した書類が適正に作成されているかどうかを主眼として審査を行いました。 

  上水道事業会計の資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類は、い
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ずれも適正に作成されているものと認めました。 

  上水道事業会計の資金不足比率は、経営健全化基準を下回っている状況であり、指摘

すべき事項は特にありません。 

              平成２９年８月２５日 紀美野町代表監査委員 向江信夫 

                           紀美野町監査委員 美濃良和 

  以上で、監査報告を終わらせていただきます。 

（代表監査委員 向江信夫君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    しばらく休憩します。 

 休 憩 

（午前１０時２８分） 

――――――――――――――――――― 

 再 開 

○議長（美野勝男君）    休憩前に引き続き会議を開きます。 

（午前１０時４１分） 

◎日程第１４ 議案第６６号 紀美野町のかみふれあい公園条例の一部を改正する条例に 

              ついて 

○議長（美野勝男君）    日程第１４、議案第６６号、紀美野町のかみふれあい公園

条例の一部を改正する条例について議題とします。 

  説明を願います。産業課長、米田君。 

（産業課長 米田和弘君 登壇） 

○産業課長（米田和弘君）    それでは、議案書の２７ページをごらんください。 

  議案第６６号、紀美野町のかみふれあい公園条例の一部を改正する条例について。 

  紀美野町のかみふれあい公園条例の一部を次のとおり改正したいので、地方自治法

（昭和２２年法律第６７号）第９６条第１項の規定により議会の議決を求める。 

                 平成２９年９月１２日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  提案理由でございます。 

  紀美野町のかみふれあい公園パークゴルフ場及びバーベキューサイトの利用時間見直

しに伴い、紀美野町のかみふれあい公園条例の改正を行うものでございます。 

  次の２８ページをごらんください。 

  紀美野町のかみふれあい公園条例の一部を改正する条例でございます。 
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  新旧対照表では、１ページを御参照ください。 

  紀美野町のかみふれあい公園条例の一部を次のように改正する。 

  第６条第１号中「午後７時」を「午後５時」に改め、同条第２号中「日没」を「午後

５時」に改める。 

  附則。この条例は、平成３０年４月１日から施行する。 

  簡単に説明をさせていただきます。今回の改正の内容といたしましては、のかみふれ

あい公園のパークゴルフ場とバーベキューサイト利用の終了時間を通年を通し午後５時

までと周知期間を確保した上で変更しようとするものでございます。 

  以上、簡単ではございますが、説明とさせていただきますので、何とぞ御審議の上、

原案どおり御可決賜りますようお願い申し上げます。 

（産業課長 米田和弘君 降壇） 

◎日程第１５ 議案第６７号 和歌山県市町村総合事務組合規約の変更に関する協議につ 

              いて 

○議長（美野勝男君）    日程第１５、議案第６７号、和歌山県市町村総合事務組合

規約の変更に関する協議について議題とします。 

  説明を願います。総務課長、細峪君。 

（総務課長 細峪康則君 登壇） 

○総務課長（細峪康則君）    それでは、議案書の２９ページをお開きください。 

  議案第６７号、和歌山県市町村総合事務組合規約の変更に関する協議について。 

  地方自治法第２８６条第１項の規定に基づき、和歌山県市町村総合事務組合規約を次

のとおり変更したいので、同法第２９０条の規定により議会の議決を求める。 

                 平成２９年９月１２日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  提案理由でございます。 

  紀の海広域施設組合より、平成３０年４月１日から和歌山県市町村総合事務組合が共

同処理している常勤の職員に対する退職手当の支給に関する事務を共同処理したい旨、

また、有田聖苑事務組合、有田郡老人福祉施設事務組合及び有田衛生施設事務組合より

同日から和歌山県市町村総合事務組合が共同処理している議会の議員、その他非常勤の

職員に係る公務上の災害、または通勤による災害に対する補償に関する事務を共同処理

したい旨の申し出があり、同日から共同処理するため、和歌山県市町村総合事務組合の

規約の変更を行うものでございます。 
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  次のページをごらんください。和歌山県市町村総合事務組合規約の一部を改正する規

約でございます。 

  お手元の新旧対照表では、２ページから４ページを御参照ください。 

  和歌山県市町村総合事務組合規約の一部を次のように改正する。 

  別表第２、第３条第１項第１号に掲げる事務の項中、海南海草環境衛生施設組合の次

に紀の海広域施設組合を加え、同表第３条第１項第２号に掲げる事務の項中、有田周辺

広域圏事務組合の次に有田聖苑事務組合を、湯浅広川消防組合の次に有田郡老人福祉施

設事務組合、有田衛生施設事務組合を加えるものでございます。 

  附則としまして、この規約は平成３０年４月１日から施行するものでございます。 

  以上、簡単ではございますが、議案第６７号の説明といたします。どうかよろしくお

願い申し上げます。 

（総務課長 細峪康則君 降壇） 

◎日程第１６ 議案第６８号 平成２９年度紀美野町一般会計補正予算（第３号）につい 

              て 

○議長（美野勝男君）    日程第１６、議案第６８号、平成２９年度紀美野町一般会

計補正予算（第３号）について議題とします。 

  説明を願います。総務課長、細峪君。 

（総務課長 細峪康則君 登壇） 

○総務課長（細峪康則君）    それでは、議案書の３２ページをごらんください。 

  議案第６８号、平成２９年度紀美野町一般会計補正予算（第３号）。 

  平成２９年度紀美野町の一般会計補正予算（第３号）は、次に定めるところによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４億７,８０９万１,０００円を追加

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７０億４,６９１万９,０００円とする。 

  ２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

  （地方債の補正） 

  第２条 地方債の変更は、「第２表 地方債補正」による。 

                 平成２９年９月１２日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  それでは、議案書の３８ページをお開きください。 
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  まず、歳入でございます。 

  ９款地方特例交付金、１項１目地方特例交付金で４１万２,０００円の増額補正でご

ざいます。これにつきましては、減税による減収補塡の特例交付金の額確定によります

増額補正でございます。 

  １０款地方交付税、１項１目地方交付税で１億９,２９３万６,０００円の増額補正で

ございます。これにつきましては、今年度の普通交付税の算出額の確定による補正でご

ざいます。 

  １４款国庫支出金、２項１目総務費国庫補助金で４５５万１,０００円の増額補正で

ございます。内訳といたしまして、住宅建築物の耐震改修等の事業費補助金として２２

万円、社会保障税番号制度システム整備のための補助金４３３万１,０００円でござい

ます。 

  ２目民生費国庫補助金７５万５,０００円の増額補正でございます。内訳といたしま

して、障害者総合支援事業費補助金として７０万２,０００円、子ども・子育て支援交

付金として５万３,０００円でございます。 

  １５款県支出金、２項１目総務費県補助金で１１万円の増額補正でございます。これ

につきましては、住宅耐震化促進事業に係る県補助金でございます。 

  ２目民生費県補助金で５万３,０００円の増額補正でございます。これにつきまして

は、子ども・子育て支援の交付金でございます。 

  １８款繰入金、１項１目財政調整基金繰入金で２億４,８９６万９,０００円の減額補

正でございます。これにつきましては、普通交付税及び繰越金の額の確定に伴います減

額補正でございます。 

  ３９ページをお開きください。 

  ３目地上デジタル放送中継施設基金繰入金で１８０万円の増額補正でございます。 

  ５目瀬藤基金繰入金で２９万８,０００円の増額補正でございます。これにつきまし

ては、中学校の教材用備品の財源としてございます。 

  ６目ふるさとまちづくり応援基金繰入金で１３８万７,０００円の増額補正でござい

ます。これにつきましては、神野保育所の防犯カメラ設置及び門扉取りつけ工事と中学

校の教材用備品の財源としてございます。 

  １９款繰越金、１項１目繰越金で５億１,４５４万１,０００円の増額補正でございま

す。前年度繰越金の額の確定によります補正でございます。 
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  ２０款諸収入、４項１目雑入で５１３万５,０００円の増額補正でございます。内訳

ですが、消防団員安全装備品整備等補助金として５６万６,０００円、本庁舎空調設備

整備事業に伴う燃料備蓄のためのもので、ＬＰガス振興センター補助金として４２５万

７,０００円、一時預かり保育料として３万６,０００円、県遺族連合会からの補助金と

して１万５,０００円、職員住宅退去に伴う修繕負担金として７万円、防災無線設備移

転補償費として１９万１,０００円を計上してございます。 

  ４０ページにわたりまして、２１款町債、１項１目総務債で１７０万円の増額補正で

ございます。まず、一般単独事業債４１０万円の減額です。これにつきましては、先ほ

ど雑入で申し上げましたＬＰガス振興センターからの補助金が入りますので、その分、

合併特例債を減額するものでございます。次に、過疎対策事業債５８０万円の増額です。

これにつきましては、蓑津呂集会所新築工事の外構工事等に伴う経費に充てるものでご

ざいます。 

  ５目土木債で２,３８０万円の増額補正でございます。これにつきましては、福田地

区の排水路改良に係る財源として合併特例債を充当するものでございます。 

  ８目臨時財政対策債で２,０４１万８,０００円の減額補正でございます。これにつき

ましては、臨時財政対策債の額の確定によります補正でございます。 

  続きまして、４１ページをお開きください。 

  歳出でございます。 

  ２款総務費、１項１目一般管理費、時間外勤務手当１１０万円の増額補正でございま

す。 

  ４目財産管理費６９万６,０００円の増額補正で、松ケ峰地区にある職員住宅の雨漏

り修繕等に４９万７,０００円と、古い照明器具の安定器の微量ＰＣＢ混入の疑いの可

能性がある対象の機種かどうかを調べる調査料として１９万９,０００円を計上してご

ざいます。 

  ５目企画費１９０万円の増額補正で、職員手当等の時間外手当が１０万円の増額と地

上デジタル基地局の機器交換等の修繕料１８０万円の増額補正でございます。 

  ６目電子計算機、社会保障税番号制度施行に伴うシステム改修委託料で年金システム

改修等に９６万５,０００円を計上してございます。 

  ７目支所及び出張所費２８４万５,０００円の増額補正で、小川出張所の屋根吹きか

えのための修繕料２７９万３,０００円と支所の微量ＰＣＢ調査料５万２,０００円を計
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上してございます。 

  ９目自治振興費５８８万１,０００円の増額補正で、集会所の照明の安定器の微量Ｐ

ＣＢ調査料として７万円、そして、蓑津呂集会所の外構工事等に要する経費５８１万１,

０００円を計上してございます。 

  １２目防災諸費、野上の長谷地区と野中地区にある防火水槽の防水加工や上ぶたの修

理と防災無線のスピーカーつけかえのための９６万２,０００円を、木造住宅耐震診断

委託料として１０戸分４４万円を増額してございます。 

  ４２ページにわたりまして、２款３項１目戸籍住民基本台帳費、マイナンバーカード

等の記載事項の充実に係るシステム改修に要する経費として３７８万円を計上してござ

います。 

  ３款民生費、１項１目社会福祉総務費１６万４,０００円の増額補正で、旅費７万４,

０００円と町遺族会の補助金９万円でございます。 

  ３目老人福祉費３０万９,０００円の増額補正で、時間外勤務手当３０万円と介護保

険低所得者利用者負担対策事業費補助金の過年度返還金９,０００円でございます。 

  ４目障害者福祉費５６７万９,０００円の増額補正で、時間外勤務手当５０万円、障

害者自立支援給付支払等システム改修委託料に１４０万４,０００円、障害児入所給付

費等負担金と地域生活支援事業補助金の過年度返還金３７７万５,０００円でございま

す。 

  ６目重度心身障害者医療費６６万円の増額補正と８目ひとり親家庭医療費１０万１,

０００円の増額補正で、いずれも過年度返還金でございます。 

  １２目介護保険事業費で１万１,０００円の増額補正でございます。これは地域支援

事業の包括的任意事業分に係るもので介護保険事業特別会計へ繰り出すものでございま

す。 

  ４３ページにわたりまして、１４目臨時福祉給付金給付事業費３０３万２,０００円

の増額補正で、過年度返還金でございます。 

  ３款民生費、２項１目児童福祉総務費１０１万３,０００円の増額補正でございます。

内訳としまして、子ども・子育て会議の委員報酬で５万４,０００円、時間外勤務手当

で２０万円、次の１２節役務費の電話料３万３,０００円と傷害保険料１万円、１５節

の電話設備改良工事１１万２,０００円、１９節の子育て広場全国協議会会費８,０００

円、これは一時預かり保育のために要する経費でございます。過年度返還金５９万６,
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０００円は、子ども・子育て支援事業と第３子以降保育料助成事業費によるものでござ

います。 

  ４目保育所費９８万９,０００円の増額補正で、神野保育所の防犯カメラ設置工事で

４０万円、門扉取りつけ工事で５８万９,０００円を計上してございます。 

  ６目学童保育費２２万６,０００円の増額補正で、放課後健全育成事業補助金の過年

度の返還金でございます。 

  ４４ページにわたりまして、４款衛生費、１項３目母子衛生費２３万２,０００円の

増額補正で、未熟児養育医療国庫負担金と養育医療費県費負担金の過年度返還金でござ

います。 

  ５目成人保健対策費２９万２,０００円の増額補正で、和歌山県健康増進事業費の過

年度返還金でございます。 

  ７目診療諸費４６９万５,０００円の増額補正でございます。これは４カ所の診療所

のレセプト用コンピューターを更新するために国民健康保険診療所事業特別会計へ繰り

出すものでございます。 

  ５款農林水産業費、１項１目農業委員会費２８万４,０００円の増額補正で、集落支

援員事業にかかる経費でございます。 

  ７款土木費、２項１目道路橋りょう維持費２,０９５万円の増額補正で、道路補修及

び舗装、生活関連工事費でございます。 

  ４５ページにわたりまして、２目道路橋りょう新設改良費２,４５０万円の増額補正

で、福田地区の排水路改良工事の委託料３００万円と工事費２,０００万円と土地購入

費１５０万円でございます。 

  ８款１項２目非常備消防費、補正増減はありません。消防団員安全装備品整備等助成

事業の助成が受けられることになったため、財源を一般会計から振りかえるものでござ

います。 

  ９款教育費、１項２目事務局費、普通旅費２万６,０００円の増額補正でございます。 

  ３目教育諸費で１２万円の増額補正でございます。ＩＣＴ教育導入に伴うセキュリテ

ィー対策に要する保守業務の委託料でございます。 

  ９款２項２目教育振興費８９万２,０００円の増額補正で、野上小学校のＩＣＴ教育

を推進するため、Ｗｉ－Ｆｉ環境を整備するための工事費でございます。 

  ４６ページにわたりまして、９款３項２目教育振興費４１９万１,０００円の増額補
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正で、野上中学校でＩＣＴ教育を推進するための経費を計上してございます。 

  ９款４項２目生涯学習振興費、負担金補助及び交付金で世界民族祭への補助金として

６０万円を計上してございます。 

  ７目みさと天文台管理運営費４５万２,０００円の増額補正で、天文台ドームスリッ

トの修理にかかる費用でございます。 

  ９目文化センター管理運営費７万４,０００円の増額補正で、ＣＤカセットコーダー

を購入するための経費でございます。 

  １１目自然体験世代交流センター管理運営費１７万９,０００円の増額補正で、浄化

槽の放流ポンプを取りかえるための経費でございます。 

  ４７ページをごらんください。 

  ９款５項２目体育施設管理運営費５万２,０００円の増額補正で、微量ＰＣＢ調査料

でございます。 

  １２款諸支出金、１項１目財政調整基金費で３億８,９７９万９,０００円の増額補正

でございます。積立金の補正でございます。 

  次に、３５ページに戻っていただきたいと存じます。 

  第２表 地方債補正でございます。 

  変更するものにつきましては、一般単独事業債で限度額を１,９７０万円増額の３億

７,９６０万円、過疎対策事業債で限度額を５８０万円増額の３億４,３００万円に、臨

時財政対策債で限度額を２,０４１万８,０００円減額の１億８,９５８万２,０００円に

してございます。 

  なお、補正後の起債の方法、利率、償還の方法につきましては、補正前と同じでござ

います。 

  以上、議案第６８号、平成２９年度紀美野町一般会計補正予算（第３号）の説明とさ

せていただきます。御審議の上、原案どおり御可決賜りますようお願い申し上げます。 

（総務課長 細峪康則君 降壇） 

◎日程第１７ 議案第６９号 平成２９年度紀美野町国民健康保険事業特別会計補正予算 

              （第２号）について 

◎日程第１８ 議案第７０号 平成２９年度紀美野町国民健康保険診療所事業特別会計補 

              正予算（第２号）について 

○議長（美野勝男君）    日程第１７、議案第６９号、平成２９年度紀美野町国民健
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康保険事業（第２号）について及び日程第１８、議案第７０号、平成２９年度紀美野町

国民健康保険診療所事業特別会計補正予算（第２号）について一括議題とします。 

  説明を願います。住民課長、仲岡君。 

（住民課長 仲岡みち子君 登壇） 

○住民課長（仲岡みち子君）    議案書の４８ページをごらんください。 

  議案第６９号、平成２９年度紀美野町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）。 

  平成２９年度紀美野町の国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）は、次に定め

るところによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億１,０５０万２,０００円を追加

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１８億３,６７３万２,０００円とする。 

  ２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳

出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

                 平成２９年９月１２日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  議案書５３ページをごらんください。 

  歳入でございます。 

  １０款１項１目繰越金１億１,０５０万２,０００円の増額補正でございます。これに

つきましては、前年度の繰越金の確定による補正でございます。 

  ５４ページ、歳出でございます。 

  ９款１項２目償還金、過年度返還金として２９６万２,０００円の増額補正です。こ

れにつきましては、平成２８年度療養給付費等交付金の精算に伴う返還金の補正でござ

います。 

  次に、９款３項１目財政調整基金費で１億７５４万円の増額補正です。これにつきま

しては、財政調整基金条例第２条積立、歳入歳出決算余剰金のうちからその２分の１を

くだらないことにされていることから、平成３０年度の新国保制度改正に伴い、健全な

運営に資するため調整を図りつつ、予想される将来のリスクに備え、過年度返還金に充

当後、残り全額を財政調整基金として増額補正をお願いするものでございます。 

  以上、簡単ですが、議案第６９号、平成２９年度紀美野町国民健康保険事業特別会計

補正予算（第２号）の説明とさせていただきます。 

  続きまして、議案書の５６ページをごらんください。 
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  議案第７０号、平成２９年度紀美野町国民健康保険診療所事業特別会計補正予算（第

２号）。 

  平成２９年度紀美野町の国民健康保険診療所事業特別会計補正予算（第２号）は、次

に定めるところによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ７３４万４,０００円を追加し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ９,３０７万円とする。 

  ２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

                 平成２９年９月１２日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  ６１ページをごらんください。 

  ４款１項１目一般会計繰入金４６９万５,０００円の増額補正でございます。歳入歳

出調整に伴う補正でございます。 

  ５款１項１目繰越金２６４万９,０００円の増額補正でございます。平成２８年度の

繰越金の額の確定に伴う補正でございます。 

  ６２ページをごらんください。 

  歳出でございます。 

  １款１項１目一般管理費で７３４万４,０００円の増額補正でございます。 

  １８節備品購入費、国吉、長谷毛原、真国、細野各診療所のレセプトコンピューター

のハードウェア及びソフト購入費の補正でございます。これにつきましては、平成２２

年３月に購入した診療所医療会計システムＸＰ盤のサポートが２０１８年３月をもって

終了することに伴い、４診療所におけるシステム一式を購入するものでございます。 

  以上、議案第７０号、平成２９年度紀美野町国民健康保険診療所事業特別会計補正予

算（第２号）の説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

（住民課長 仲岡みち子君 降壇） 

◎日程第１９ 議案第７１号 平成２９年度紀美野町介護保険事業特別会計補正予算（第 

              ２号）について 

○議長（美野勝男君）    日程第１９、議案第７１号、平成２９年度紀美野町介護保

険事業特別会計補正予算（第２号）について議題とします。 

  説明を願います。保健福祉課長、湯上君。 
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（保健福祉課長 湯上ひとみ君 登壇） 

○保健福祉課長（湯上ひとみ君）    それでは、議案書６４ページをお開きください。 

  議案第７１号、平成２９年度紀美野町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）。 

  平成２９年度紀美野町の介護保険事業特別会計補正予算（第２号）は、次に定めると

ころによる。 

  （歳入歳出予算の補正） 

  第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３,５６９万４,０００円を追加し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１７億５,５５９万円とする。 

  ２項 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入

歳出予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

                 平成２９年９月１２日提出 紀美野町長 寺本光嘉 

  それでは、６９ページをお開きください。 

  まず、歳入でございます。 

  ３款２項３目地域支援事業交付金、介護予防日常生活支援総合事業以外の２万３,０

００円の増額補正につきましては、平成３０年３月から開始予定の認知症初期集中支援

チームにかかる費用の３９％でございます。 

  ４款１項２目地域支援事業交付金の２３万１,０００円の増額補正は、平成２８年度

の実績に伴う追加交付でございます。 

  ５款２項２目地域支援事業交付金、介護予防日常生活支援総合事業以外及び７款１項

３目地域支援事業繰入金、介護予防日常生活支援総合事業以外のそれぞれ１万１,００

０円は、認知症初期集中支援チームにかかる費用の１９.５％に当たるものでございま

す。 

  ８款１項１目繰越金につきましては、当初予算額１,０００円との差額３,５４１万８,

０００円でございます。 

  続きまして、７１ページの歳出をお開きください。 

  ３款３項６目認知症総合支援事業の６万円の増額補正は、認知症初期集中支援チーム

会議への専門医への謝金、職員の養成研修会参加への費用、チーム員の訪問に使用する

物品等のためでございます。 

  ４款１項１目介護給付費準備基金積立金の１,３０９万７,０００円の増額補正でござ

います。これは実質の余剰金を積み立てるものでございます。 
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  ５款１項２目償還金の２,２５３万７,０００円の増額補正につきましては、平成２８

年度の実績に伴う返還金でございます。 

  以上、簡単ですが、説明とさせていただきます。御審議の上、御可決いただきますよ

うよろしくお願いいたします。 

（保健福祉課長 湯上ひとみ君 降壇） 

○議長（美野勝男君）    以上で本日の日程は全部終了いたしました。 

 散 会 

○議長（美野勝男君）    本日はこれで散会します。 

（午前１１時１７分） 


